
金沢学院大学附属中学校・第二高等学校

超難関大学合格の体制整う

他の中学校から35名を募る

2026年春、第二高校が開校
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　21世紀の社会は「地域基盤社会」と呼ばれるように、加速するグロー
バル化や情報化の進展により、国境を越えて社会のあり方そのものが再
構築されようとしています。「将来の予測が困難な時代」を生きていく中
で求められるのは、新たに生じる課題に柔軟に対応できる力を備えた人
材です。金沢学院大学附属第二高等学校が担うべき使命は、未来社会
に必要とされる人材の育成に向けて、質の高い教育課程を整え、確かな
学力と豊かな人間性を培うことにあります。
　2026年4月に開校する本校は、進学に特化した教育を展開し、中高
一貫教育の後期3年間を担う新たな高等部としてスタートいたします。金
沢学院大学附属中学校の卒業生に加え、他中学校から35名を入学試験
により受け入れ、1学年105名の体制で開校する計画です。他中学校か
らの生徒は、新たな風を吹き込み、附属中学校の卒業生に刺激を与える
存在となるでしょう。互いに切磋琢磨することで、質の高い学びの環境
が生まれることを期待しています。
　本校の教育は、附属中学校が掲げる4つの教育方針を基盤に、本学
園の教育理念「創造」に基づき、社会の発展に貢献できる人材の育成
を目指します。具体的には次の4点を教育方針として掲げます。

　附属中学校以外から進学する皆さんにも、この教育方針のもとで高い
志を抱き、後期3年間を充実させてほしいと願っています。本校では、他
校に勝るとも劣らない学習環境を整え、難関大学や医学部をはじめとす
る多様な進路に挑戦することが可能です。多くの生徒が本校で力を伸ば
し、未来へ大きく羽ばたいていくことを心より期待しています。

１．「文武両道」の精神に基づき、健全な社会人を育てる。
２．自主性を養い、自らの未来を切り拓く人を育てる。
３．学ぶ意欲を高め、学ぶことに喜びを見いだす人を育てる。
４．質実剛健でありながら、気品と良心を兼ね備えた人を育てる。
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EDUCATIONAL
SYSTEM

入学試験免除

特別進学制度

選抜試験

金沢学院大学附属中学校
特進コース

【定員35名】

他の中学校から
入学試験で入学総合コース

【定員35名】

特進コース
【定員35名】

特進コース 【3年次より70名】

特別クラス
【定員35名】

総合コース
【定員35名】

●中学・高校・大学10年間一
貫教育を見据えた受験にと
らわれない学習指導

●週30時間（標準時数＋１）

１.受験に左右されない効率的で
伸びやかな学習

２.生徒の個性・興味関心、進路
希望に応じた徹底した個別指導

３.社会実装を目指すための幅広
い知識の修得

●国語・数学・英語は、中2
の3学期までに中学校課程
を修了（先取り学習）

●週37時間（標準時数＋8）

中高一貫教育

１. 先取り学習で難関国立大・医学部進学を目標に学ぶ
２. 国語・数学・英語については、高２までに高校課程を修了

① 国語・数学・英語は少人数指導とチームティーチング（附属中学から継続）
② 地域社会で活躍できる創造力、コミュニケーション力を養うための「特色ある授業」
③ 人間教育の充実のため、探究型学習・体験型学習を重視
④ 医学部、国立大学など難関大学へ進学するための教育課程

高校から入学した生徒は、１・２年次は特別
クラス、３年次から特進コースに合流する。  

金沢学院大学附属第二高等学校

金沢学院大学 国立大・有名私立大等 難関国立大・医学部

1年 2年 3年 1年 2年 3年

中等部

基礎期

充実期

発展期

高等部

中高一貫教育 6 年間の流れ

学習習慣と
基本的生活態度の確立

基礎学力の定着
志望の確立

実力の養成
志望の実現

「KG体験」大学などと連携した体験型の学校行事
「KGゼミ」大学教員の指導による調査・研究・発表活動
「KG講座」職業体験・企業訪問によるキャリアデザイン

〈大学と連携した活動〉

金沢学院の中高一貫教育

高校1年
週37時間の
豊富な授業時間

高校2年
高校の学びを完成

高校3年
志望大学に向け
最適な学び

超難関大学
合格を目指す

超難関大学
合格へのストーリー
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特進コース特別クラス
⃝カリキュラム⃝

週37時間の授業で、徹底した受験対策
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夢や希望を実現する
学びの三層構造

学校行事・テスト計画予定

月 火 水 木 金 土

朝学習 8:15～8:30

■高校1年次
　国語・数学・英語を中心に高校内容を前倒しして学ぶ
　英検2級・漢検2級の取得を目標

■高校2年次
　文理選択
　国語・数学・英語を中心に高校過程を修了
　英検準1級・漢検準1級の取得を目標

■高校3年次
　「過去問演習」＋「添削指導」の充実
　高い学力を身に付け、超難関大学への進学を目指す

隔週で実施

朝礼 8:30～8:35

1限 8:40～9:30

2限 9:40～10:30

3限 10:40～11:30

4限 11:40～12:30

昼休み 12:30～13:15

予鈴 13:10

5限 13:15～14:05

6限 14:15～15:05

7限 15:10～16:00

校内塾
16:30～

18:00 ● ●

部活動 19:00 ● ● ●

⃝入学前オリエンテーション
⃝入学式
⃝探究オリエンテーション
　（1年）

⃝遠足
⃝開学記念日

⃝県高校総体・総文 ⃝進学講座 ⃝進学講座
⃝進学合宿
⃝清鐘祭（文化祭）

⃝新人大会（前期）
⃝KG講座

⃝スポーツフェスティバル ⃝新人大会（後期） ⃝進学講座
⃝大学入学共通テスト
⃝推薦入試
⃝一次入試 ⃝オーストラリア研修旅行（1年）

⃝入学説明会
⃝卒業式
⃝進学講座

⃝全統共通テスト模試
　（3年）

⃝1学期中間試験
⃝全統記述模試（3年）

⃝進研記述模試（3年）
⃝駿台全国模試（3年）

⃝1学期期末試験
⃝進研記述模試（全学年）
⃝全統共通テスト模試
　（3年）

⃝全統記述模試（3年） ⃝駿台ベネッセ
　共通テスト模試（3年）
⃝駿台全国模試（3年）

⃝2学期中間試験
⃝進研記述模試（1・2年）
⃝駿台ベネッセ
　記述模試（3年）
⃝駿台全国模試（1・2年）
⃝英語技能検定（1・2年）

⃝漢字検定（1・2年）
⃝駿台ベネッセ
　共通テスト模試（3年）
⃝全統プレ模試（3年）

⃝2学期期末試験 ⃝英語技能検定（1・2年）
⃝進研記述模試（1・2年）
⃝駿台全国模試（1・2年）

⃝漢字検定（1・2年）
⃝課題研究発表会（1・2年）

⃝学年末試験

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
April May June July August September October November December January February March

APPROACH
TO LEARNING
SCHOOL EVENTS

寮では毎夜2時間程度の寮内学習時間が確保
されており、寮担当教員による授業のほか、金
沢大学医学類の大学生チューターによる個別
指導を受けることができます。

通常の授業をさらに先取り、深堀した大学
受験対策を行う徹底したハイレベルな校
内塾を展開します。

校内
塾

寮内
学習

授業

◆校内塾
学習塾と連携し
英語と数学を強化

◆特進コース
隔週で土曜も授業
週37時間を確保
◆総合コース
週30時間を確保

◆寮内学習
毎夜 2 時間程度
医学生チューターが個別指導

特進コース特別クラス学習の流れ
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金 沢 学 院 大 学
金沢学院短期大学

金沢学院大学附属高等学校 金沢学院大学附属第二高等学校

金沢学院大学附属中学校

  2026年秋に学園総合体育館（仮称）が完成予定

  金沢学院グリーンフィールドⅢ

 S C H O O L  C L U B  A C T I V I T I E S

　新校舎とは県道を挟んだ南側に位置し、2023
年春に完成した金沢学院グリーンフィールドⅢ。全
天候型舗装トラックの陸上競技場と全面人工芝の
野球場からなります。敷地面積は約5万平方メート
ルで、計８基の夜間照明が備えられています。

　学校法人金沢学院大学の学園総合体育館（仮称）
について2026年秋の完成を目指し、目下、計画
づくりが進められています。バスケットボール、バ
レーボール競技のコートなら計3面の設定可能。2
階には一周約200メートルの屋内ランニングコー
スと観覧ゾーン、ウエイトトレーニングルームなど
が設けられ、屋内スポーツの拠点施設となります。

Kanazawa 
Gakuin 
Facil ities 金沢学院の充実した施設

メディアゾーン
　2階から4階までの各フロアの廊下には「メディアゾーン」が設けられ、新聞
はもちろん、科学・歴史などの専門誌や図鑑がそろい、生徒たちが常にさまざ
まな情報に触れられる環境を整えています。知的好奇心を刺激するこの空間は、
生徒たちの視野を広げ、自主的な学びを促すきっかけにもなっています。
　さらに、校舎を結ぶ渡り廊下には、約1,000冊の図書を配架。推薦図書だけ
でなく、生徒アンケートで「読みたい」と多くの声が寄せられた本も取り入れて
おり、物語・エッセイ・知識・趣味など、ジャンルも多岐にわたります。

ラーニングコモンズ
　普通教室が入る2階から4階までの各フロアの廊下（幅8メートル）
には、探究型の学びを進めるための「ラーニングコモンズ」が設け
られています。可動式の机と椅子、ホワイトボードなどが用意され
ており、生徒同士いつでも話し合ったり、教え合ったりすることが
できます。

KGダイニング（大食堂）
　中学校・第二高校棟の1階には、学園の学生・生徒のだれもが利
用できる350席の大食堂が設けられました。朝、昼、夜の一日3食
で、土日祝日も営業します。公認スポーツ栄養士の監修の下、栄
養バランスの取れた品数豊富な定番メニューが用意されるほか、麺・
カレー類も提供されます。寮生だけでなく、通学生も昼食に利用し
ています。

　金沢学院大学附属第二高等学校では、学業を大切にし
ながらも、心身を鍛える「文武両道」の実践を重視してい
ます。
　部活動を通して自主性を養い、仲間とともに切磋琢磨
する中で、健全な社会人としての基礎を育みます。学ぶ意

欲を高め、努力の中に喜びを見いだす経験は、未来を切り
拓く力へとつながります。
　本校の部活動は、教育方針である「質実剛健」「気品と
良心」を体現する活動を目指し、一人ひとりが自らを磨き
ながら成長できる場です。

◆バドミントン部
◆ラグビー部
◆女子バレーボール部

◆野球部
◆男子サッカー部
◆女子サッカー部

◆トランポリン部
◆卓球部
◆ゴルフ部

◆男子バスケットボール部
◆女子バスケットボール部
◆陸上競技部
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居室
全200室とも個室、
エアコン、Wi-Fi機能完備

　定員200名で、 1、2、3階に男女別にゾー
ンを分けて個室が用意されます。1室は約8
平方メートルで、 全室に学習机､いす、ロフト
型ベッド、クローゼット、カーテン、エアコンと
Wi-Fi機能が完備されています。
　なお、学習時間、及び消灯後の居室への
行き来は禁止し、休息、自習のための静かな
環境を整えます。また、男子寮と女子寮の行
き来はできません。

寮教育の指針
ともに暮らし、ともに学び
才能、能力を最大限、伸ばします

　金沢学院大学附属中学校・第二高等学校
は、次代を担う子どもたちの志を立て、それ
ぞれが描く夢の実現に向けて切磋琢磨する姿
勢を全力で支援します。そのため、寮生活を
学校教育の延長線上に位置付け、 共同生活の
中で生徒それぞれの才能、能力を最大限伸ば
していく環境を用意します。
　もちろん、その前提として、人に頼らず、
自らの考えと計画のもと、自己管理能力と自
主自立の精神、規律ある生活習慣の確立をめ
ざします。同時に､ 仲間との交流を通して他
者との「協調」を学び、友情と豊かな心、そ
してともに高めあう心の育成を図ります。

寮監、寮母、教員が
見守ります
　寮生活というと､ ホームシックや仲間との
ちょっとした行き違いはつきものであり、甘
えや我がままは許されないものです。その中
で寮生は我慢や忍耐を覚え、人を思いやる心
を身に付け､ 大きく成長していきます。
　本寮では、経験豊富な寮監、寮母がサポー
トし、 学校の先生たちも寄り添います。仲間
と磨き合う寮での3年間は寮生にとって、もう
一つの大きな学びの場となるのです。

学習支援
寮内学習と個別指導でけん引

　子どもたちの学力の定着、 向上を図るには
まず、寮での勉強時間の確保と細やかな個別
指導が不可欠です。
　本寮では、定員50名の大学習室2部屋と
定員35名の中学習室3部屋を用意し、毎日
夜間学習を行います。 さらに、本校教員や
大学生がチューターとなって個別の学習指導
を行うことで、生徒一人一人のニーズに合わ
せた学習サポートシステムを整えます。

① 寮費・食費は年間を通じた経費を月割りに換算したものです。
② 寮費・食費は半期 (前期・後期) 払い、 または年額一括払いも可能です。
③ 食費は平日・土曜・日曜･祝日の食費(1日3食)を含みます。

費用
入寮費：50,000円（入寮時のみ）
寮　費：30,000円（月額）
食　費：48,500円（月額）
施設費：30,000円（入寮時のみ）
共益費：　9,500円（月額）
学習支援費： 3,000円（月額）

リビング･コモンズ
男女寮各階に憩いの空間

　男子、女子寮の各階にはリビング・コモン
ズと銘打つ憩いの空間が備えられています。 
カーペットのエリアでは各自が用意したマット
を敷いてストレッチなどを行っています。 そ
してテーブルとイスが設置されているエリア
は、寮生同士で語り合う場となります。

浴室･洗濯室
充実のランドリー施設

　男子寮、女子寮の各1階に大型浴室が備わっ
ています。一度に20名程度が入浴可能です。
シャワーだけ浴びたい生徒のために脱衣室に
は専用のシャワー室も設けられています。
　男子寮・女子寮の各フロアにそれぞれ洗
濯室があり、 洗濯機が乾燥機とセットで計
36台備えられています。 洗濯は生徒自身が
行います。

中高一貫コース 清鐘寮
仲間と磨き合う時間はもう一つの学び

本校では、寮生活を学校教育の延長線上に位置付け、
共同生活の中で生徒それぞれの才能、

能力を最大限伸ばしていく環境を用意します。

安心・安全の体制

手厚い医療体制
　寮監、寮母らが寮生の日頃の健康をチェッ
クし、 異変がある場合に備えて静養室も用意
しています。その上で必要に応じて保護者と
連絡を取りながら、 医療機関を受診します。
インフルエンザなど感染症に罹患した場合
は、完治するまで自宅で静養してもらいます。

 万全のセキュリティー対策
　寮生はカードキーを持ち、 寮監が帰寮、 
外出をチェックします。また、 寮の周囲に
は防犯カメラを設置しています。

PRIORITY
SUBJECT

食事
管理栄養士が監修
寮内調理で出来立て

　平日、朝食は6:45から、夕食は19:00か
ら寮1階の食堂で摂ります。登校日は、中高
一貫コース棟1階にあるKGダイニングで昼食
をとります。大学栄養学部の管理栄養士の監
修のもと、栄養バランスや成長期に適した質・
量などが配慮され、 専属スタッフが寮内の厨
房で調理する出来立ての料理となります。

AM	 6:45
AM	 8:00
AM	 8:15
PM	 0:30
PM	 1:15
PM	 4:30
PM	 7:00
PM	 8:30
PM	10:00
PM	10:30

起床・朝食
登校完了
朝学習開始
昼食・昼休み
授業
校内塾・部活動
夕食・入浴
寮内学習
自由時間
消灯

寮生の1日

109



金沢学院大学附属高等学校

金沢学院大学附属第二高等学校
金沢学院大学附属中学校

https://www.kanazawa-gu.ac.jp/hs2/金沢学院大学附属第二高等学校 検索

TEL.076-229-8801 ／ FAX.076-229-8934
〒 920-1393  金沢市末町 10

E-mail：chugakkou@kanazawa-gu.ac.jp

仲間と成長する新しい学校です
男子寮・女子寮のある共学校です

中高一貫コース 清鐘寮金沢学院グリーンフィールドⅡ

 本校説明会
2025年10月4日土10：00〜11：30／10月18日土13：00〜14：30／11月15日土13：00〜14：30

11月29日土10：00〜11：30／12月6日土13：00〜14：30

金沢学院大学附属中学校・第二高等学校


